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令和５年２月１６日　新教育課程説明会資料

川西市立多田小学校

回答集

令和５年度新教育課程の

導入に関するアンケートへの
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質問1 回答 質問2（意見・感想）
回答（意見・感想のため、質問の

みお答えしています）

担任は年度途中で交代
せず、1人決めるべ
き。
担任は子どもには学校
で1番頼れる存在。
現に2-1は担任が何回
も代わることでクラス
崩壊の現状。

新しい教育課程の中で、密に打ち合わせをしながら
学年教員を中心に、どの学級も同じように指導して
いきます。

子ども自身が、不安になっている
要因。
担任が代わることで毎回クラスの
授業や宿題の進め方が変わり、環
境についていけていない。
保護者としては、またその様な事
態になることを恐れている。

●『子どもたちの発達
段階に応じた自立を目
指す』とは具体的にど
のようなことをするの
か。

自律は、自分で自分の行為を決め実行していくこと
になります。子どもたちそれぞれがその時に考え判
断できるよう支援していきます。小学校に通う子ど
もたちは、６歳から１２歳までの幅があり、この６
年間の発達段階は著しく違います。そのため、学年
担任制を導入するといっても一律に同じように行う
ことは適していないと考えています。本校では、１
年生では学級担任制を行い、小学校の授業のリズム
になれ、学習に取り組む態度を養い、２年生での一
部教科担任制の導入で担任以外の教員ともつながり
を持つことを目指します。３，４年生では学年担任
制とともに教科担任制を行い、より多くの教員と関
わる中で自分の思いや考えを持ち、伝えることがで
きるようにしていきたいと考えています。そして、
５，６年生では、学年担任制とともにブロックでの
教科担任制を行い、自分たちのクラスを自分たちで
より良いものへと考え、行動していける子どもを育
てていきたいと考えています。
これからの子どもたちには、自分自身の考えを持
ち、様々な人と話い合い議論していくことが求めら
れると言われています。学年や子どもそれぞれによ
りその発達段階は異なりますが、教員など他者に判
断を委ねるのではなく、自身の考えを話すことがで
きるようになることがその初めだと考えています。
他者の話も聞き自身も話すことを重ねたいと考えて
います。

教師不足や、教師の激務などをメ
ディアなどでも聞くため、働き方
改革は必要だとは思うが、先生達
は働きやすそうだが、子供達に
とってはあまりメリットが感じら
れず、時間割もせわしない感想で
す。

・学年担当は、代表、
副代表みたいなポジ
ションはあるのでしょ
うか？
・【相談する場合】異
動等もあるので　信頼
したい出来る先生を見
極める時間や、きっか
けは保護者側に充分な
のか心配です。

学年が少人数のため、代表は決めませんが、中心に
なって進める教員は自ずと決まっていきます。相談
の時にはその時の学級担当だけでなく、相談したい
教員に相談してください。

・1人担任よりも、色んな角度から
の配慮、考慮が出来るかと思いま
す。
新しい取組みは、勇気がいる事で
すがチャレンジは大切だと思いま
す。

1日25分も今までより
時間が減っています
が、どこでこの25分は
補うのでしょうか？
この新教育課程に至る
まで、具体的にどう
いったことがあって、
どういう経緯で変更に
なる事になったので
しょうか？

午後の多田小タイムと個人懇談等午後の授業カット数の削
減等併せて標準授業時間を通年で確保しています。
新教育課程に至る経緯としては、子どもたちの状況、教職
員の状況、数年間の学校の状況等が大きな要因として挙げ
られます。具体的には、
❶この数年間、毎年指導の難しいクラスが出てきたこと。

❷教員の未配置が常態化してきたこと。
❸コロナ禍などにより、複数教員が同時に短期間休みにな
ることが増えたこと。
❹時短勤務など教員の勤務形態が多様になってきたこと。
❶について、個々の教員の指導力向上によって対応してい
こうというのがこれまでの学校の常識でした。しかし、落
ち着いている学級の子どもたちと、そうではない学級の子
どもたちの環境に大きな差が出てきています。そのこと
に、学校として大きな問題があると考えています。また、
子どもたちの状況に視点を当てると、良くも悪くも担任の
先生の判断に頼り、自身で考え主張しない傾向が垣間見え
ていることも課題であると認識しています。
❷❸について、担任がいる学級と比較したとき、担任が未
配置の学級や短期間でも担任が不在になった学級では、子
どもたちが被る不利益が大きすぎるのではないかという課
題に直面しています。
❹について、学校だけでなく、社会全体において働き方改
革が進んでいます。その影響も今後広まりを見せ、学校で
も対応しながら教育を進める必要があります。

今回の変更で、時間割で、働いて
いる方は幼稚園より早い帰宅に戸
惑っているのではないでしょう
か。今まで15時帰宅だったのに、1
時間早い帰宅で留守番できない子
供はどうなるのか不安です。

現在の「きんたくん学びの道場」
や「源氏文庫」「はなまるクラ
ブ」など、放課後に活動が行われ
ています。併せて、コミュニティ
やPTAがその他の活動を検討いただ
いています。

20分休憩は今まで通り
あるのでしょうか？？

5分短縮の15分休憩を予定しています。

学校は勉強も大事ですが、友達と
遊ぶ時間も大事だと思う20分休憩
はあるといいなと思います。
先生の負担が減って働き方改革に
なるのはいいことだと思います。
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5分ずつ授業が少なく
なるのであれば、せめ
て全ての時間で6時間
授業となるのでしょう
か。
前年と比べてまさか授
業時間が減ることはあ
りませんよね？どのよ
うに学力を伸ばすおつ
もりですか？

❶午後の多田小タイムと個人懇談等午後の授業カッ
ト数の削減等併せて標準授業時間を確保していま
す。
❷１単位の時間は短くなりますが、授業のコマ数は
増えます。従来よりもゆとりをもって学習を進めら
れるため、学習内容定着の充実を図れます。必要に
応じて、モジュールと組み合わせた６０分授業を行
うことも可能です。
❸集中力の高い午前に、５時間授業を行うことで、
より学力の定着につながると考えています。

それでなくても、他の市町村と比
べて授業数が少ないこと川西市は
学力が低いのに今回の変更は好ま
しくありません。文部科学省の指
標のギリギリを満たしていればよ
いのでしょうか。

授業時間数の余剰に関しては、各
学年１週間分以上確保する予定で
す。

イジメや、些細な心境
の変化等たくさんの先
生が見ることで見逃し
が多くなる。色んな先
生から、自分が相談し
やすい先生を選択でき
る、となっているが私
の周りの小学生に、そ
こまでの判断能力があ
るとは思えません。

複数の教員で多面的に子どもたちを見ていきます。
一人では気づかないことも他の視点から気づく利点
も考えています。また、ご家庭で気づかれたことが
あれば、ご連絡をいただければありがたいです。

それだけの能力がある思ってもら
えるのは嬉しいが子供の大切な事
見てほしい。懇談時他の先生から
聞いたことを話すだけで深い話は
できません。学校での様子がちゃ
んと知りたい働き方改革？子供の
ことを蔑ろにしないで

どうして授業時間が短
縮するのでしょうか？

❶午後の多田小タイムと個人懇談等午後の授業カッ
ト数の削減等併せて標準授業時間を確保していま
す。
❷１単位の時間は短くなりますが、授業のコマ数は
増えます。従来よりもゆとりをもって学習を進めら
れるため、学習内容定着の充実を図れます。必要に
応じて、モジュールと組み合わせた６０分授業を行
うことも可能です。
❸集中力の高い午前に、５時間授業を行うことで、
より学力の定着につながると考えています。

新たな制度に変わっていいことで
すが、授業時間が短くなるのはど
うかなって思います。
困ってる家庭が出てくるじゃない
でしょうか！

現在の「きんたくん学びの道場」
や「源氏文庫」「はなまるクラ
ブ」など、放課後に活動が行われ
ています。併せて、コミュニティ
やPTAがその他の活動を検討いただ
いています。

どんな状況がおきてい
るのですか？働き方改
革のためと書かれてい
ましたが、川西市全体
で考える問題では？お
試しではなく今後もで
すか？多田小タイムは
勉強の時間ではなく掃
除にも当てられるとい
うことですか？

多田小学校独自の取り組みですが、全国的には各地
で増えてきています。子どもたちにとって良い環境
にするとともに、その環境要因である教員が余裕を
もって子どもと向き合えるようにすることもその目
的となっています。多田小タイムは、基礎学力をつ
けるための時間と位置付けています。

正直納得し難い。学校で何が起き
ているのかちゃんと教えてもらい
たい。放課後の時間が増えること
は望んでおらず、他市より授業時
間が少ないことに日々不安を感じ
ていたので、余計この取り組みで
不安。

新教育課程に至る経緯としては、子どもたちの
状況、教職員の状況、数年間の学校の状況等が
大きな要因として挙げられます。具体的には、
❶この数年間、毎年指導の難しいクラスが出て
きたこと。
❷教員の未配置が常態化してきたこと。
❸コロナ禍などにより、複数教員が同時に短期
間休みになることが増えたこと。
❹時短勤務など教員の勤務形態が多様になって
きたこと。
❶について、個々の教員の指導力向上によって
対応していこうというのがこれまでの学校の常
識でした。しかし、落ち着いている学級の子ど
もたちと、そうではない学級の子どもたちの環
境に大きな差が出てきています。そのことに、
学校として大きな問題があると考えています。
また、子どもたちの状況に視点を当てると、良
くも悪くも担任の先生の判断に頼り、自身で考
え主張しない傾向が垣間見えていることも課題
であると認識しています。
❷❸について、担任がいる学級と比較したと
き、担任が未配置の学級や短期間でも担任が不
在になった学級では、子どもたちが被る不利益
が大きすぎるのではないかという課題に直面し
ています。
❹について、学校だけでなく、社会全体におい
て働き方改革が進んでいます。その影響も今後
広まりを見せ、学校でも対応しながら教育を進
める必要があります。

学年担当になる場合、
各学年ごとに何名の先
生が配置されるので
しょうか？

学年の学級数や教員の配置人数を勘案し、学年配当
を検討していきます。

学年担当制は、複数の先生が関
わってくださることで1人の子ども
を多角的な視点で見ていただける
ので良いと思います。ただ、じっ
くりと深く子どもたちに関われず
「広く浅く」になってしまわない
か気になります。

教員間の情報共有を密に行うとと
もに、客観的に子どもの様子を把
握した上でより多くの教員が関
わっていけると考えています。

学年担任について
・学級懇談会や個人懇
談などは毎回違う先生
になる可能性があるの
でしょうか。
・子供達へはどのよう
に説明するのでしょう
か。

❶学級・個人懇談は、その時の学級担当が行うこと
を想定しています。そのため、懇談時の担当が異な
ることは起こり得ます。
❷子どもたちへは、事前に発達段階に合わせて説明
を行いました。説明後にはアンケート用紙を配布
し、子どもたちの不安解消に向けて対応を考えてい
きます。

一方的な通知で困惑しています。
本来であれば、事前説明をし、ア
ンケート等をとり、保護者からの
不安に対する課題解決をしてから
の実施にするべきではないかと思
います。

新教育課程をよりよいものにして
いくために、ご意見をいただけれ
ばありがたいです。

給食なしの短縮授業の
時の下校時間は何時下
校になるのか知りた
い。
新体制になって6時間
授業は今までと変わら
ないのか知りたい

❶短縮時の下校時刻については、現在検討中です。
短縮日を何時間授業にするかによって下校時刻が異
なります。
❷必要時数を確保しながら学力保障をするために、
２年生も６時間授業が入る予定です。

4年から色々な教科の先生に見ても
らって嬉しく思います。
終わる時間が早くなることで勉強
する時間、遊ぶ時間が増えるので
行動範囲が広がり事故にならない
様に見守りは徹底していきます。

教科担当制でその教科
を教える事になる先生
は
その分野を専門的に学
んだ方を選ぶと言う事
か？

学年の教員の構成に合わせて担当教科を分担しま
す。

先生方にとって仕事の分担が出来
る良い制度と思う。
しかし学年担任制で学級担当が年
度内でも変わるのは親も子も不安
今年度の担任の先生がとても良く
して下さっただけに
今後の制度は正直不安が大きい

多くの教員が子どもを見ていくこ
とで、幅広い視点で子どもを理解
し、対応していくことになりま
す。お子様にとって、よりよい対
応を考えていけるようになると考
えています。
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教科担任制については
基本的に賛成です。
今後、科目ごとの専科
教員採用試験制度に変
わっていきますか？教
職員採用試験の制度を
見直した後に実施され
るのが良い。
宿題の量は増やさない
であげてほしい。

❶採用試験については県が行っています、また、小
学校の教員免許の要件にも関わってきますので、採
用試験制度の変更について、学校では判断ができま
せん。
❷宿題の量が、大きく変化することは考えておりま
せん。

学年担任制
教員同士で情報共有をすれば問題
点は報告として共有されますが、
それは機械的だなと思います。こ
の先生だから相談したけど他の先
生が知ってた。それなら相談しな
いヘルプサインを出せなくなるの
では？

相談内容については、子ども本人
の思いを大切に対応していきま
す。子どもたちが安心して相談で
きる教職員でありいたいと考えて
います。

現2年生は5時間授業に
なってます、
授業形態は新2年生は
かわらないのですか？
6時間授業は入ってく
るのでしょうか？

夏の給食なしの短縮授
業の時の下校時間は何
時下校になるのか知り
たい。

必要時数を確保しながら学力保障をするために、２
年生も６時間授業が入る予定です。
短縮時の下校時刻については、現在検討中です。短
縮日を何時間授業にするかによって下校時刻が異な
ります。

先生、子どもたちの負担が減るの
は賛成します。
下校時間は早くなるので行動範囲
が広がり事故にならない様見守り
します

現時点ではありません

現在の学年で、学級担任によって
授業の進み具合や宿題の量・方針
がそれぞれ違うのが気になってい
たので学年全体で統一する取り組
みは良いと思いました。

個人懇談などで普段の
様子を伺うのに、担任
の先生がこれまでの様
に把握する事は可能な
のでしょうか。授業時
間の変更の理由は何か
あるのでしょうか。

午前５時間授業により生まれた放課後の時間を打ち合わせ
の時間とすることで、学年全体で児童理解を図っていきま
す。
新教育課程に至る経緯としては、子どもたちの状況、教職
員の状況、数年間の学校の状況等が大きな要因として挙げ
られます。具体的には、
❶この数年間、毎年指導の難しいクラスが出てきたこと。

❷教員の未配置が常態化してきたこと。
❸コロナ禍などにより、複数教員が同時に短期間休みにな
ることが増えたこと。
❹時短勤務など教員の勤務形態が多様になってきたこと。
❶について、個々の教員の指導力向上によって対応してい
こうというのがこれまでの学校の常識でした。しかし、落
ち着いている学級の子どもたちと、そうではない学級の子
どもたちの環境に大きな差が出てきています。そのこと
に、学校として大きな問題があると考えています。また、
子どもたちの状況に視点を当てると、良くも悪くも担任の
先生の判断に頼り、自身で考え主張しない傾向が垣間見え
ていることも課題であると認識しています。
❷❸について、担任がいる学級と比較したとき、担任が未
配置の学級や短期間でも担任が不在になった学級では、子
どもたちが被る不利益が大きすぎるのではないかという課
題に直面しています。
❹について、学校だけでなく、社会全体において働き方改
革が進んでいます。その影響も今後広まりを見せ、学校で
も対応しながら教育を進める必要があります。

これまでは担任の先生がいくつか
の教科を受け持ち、クラスの個人
の状況や問題が起きた時の対応な
どが早く大変安心して学校生活を
送っていたと思うのですが、そう
いった場面で混乱が起きないか少
し不安に思います。

これまで通り、素早く対応してい
きたいと考えています。どの教員
でも対応できるよう、教員間での
情報共有を図り、学年の教員で解
決に当たります。

今回のこの案は川西市
では多田小のみです
か？理由としては4月
からの職員の人数不足
がやはり関係している
のですか？

現時点において市内では多田小のみです。また、教
員未配置も要因の一つになります。加えて、どのよ
うな状況でも安心して学校生活が送れるようになる
こともその目的の一つです。

指示を聞くことが多い
のは家庭環境。時代に
合わせて子育てを学ぶ
ことが大切。そこを連
動させた方が子ども達
も動きやすいはず。自
分で考えて動いたこと
を失敗しても認めてあ
げることが大切。失敗
も大切な経験。

重要な指摘だと思います。子どもたちの成長は家
庭、学校ともに大切な要因と言われています。共同
した支援を目指したいと考えています。

大人が時代に合わせて考えを学ん
だいく方が大切。1週間の振り返り
を基本教科のみ多田小タイムと6時
間目使って習得出来てない部分に
取り組む時間にする。クラス関係
なく教科別にし学びたい授業に出
る。

授業時間が短くなる事
は気になります。必要
最低限の時間は厳守出
来てるとはいえ、45分
は最低でも集中できる
力は必要かなと思いま
す。

１時間の時間は短くなりますが、授業のコマ数は増
えます。従来よりもゆとりをもって学習を進められ
るため、学習内容定着の充実を図れます。必要に応
じて、多田小タイムと組み合わせた６０分授業を行
うことも可能です。

下校時間が早くなる事も学童に入
らない場合など仕事がある両親に
とっては大きく負担になるかなと
も思います。

現在の「きんたくん学びの道場」
や「源氏文庫」「はなまるクラ
ブ」など、放課後に活動が行われ
ています。併せて、コミュニティ
やPTAがその他の活動を検討いただ
いています。

図工や体育など片付け
が必要な科目の場合、
実質の時間が減ること
はどうるすのか、合計
時間数はクリアできて
も、毎時間数が減るこ
とによって少ない時間
での効率的な教えはで
きるのか？

１時間の時間は短くなりますが、授業のコマ数は増
えます。従来よりもゆとりをもって学習を進められ
るため、学習内容定着の充実を図れます。

全生徒の特性や性格などの共通認
識も先生間で必要になるのではな
いか。
また今もプログラミングがあまり
行えてないと聞きましたが、この
科目についてはどうされるのかも
気になります。

例えば、算数の筆算の手順をまと
めたり、理科の実験方法を考えた
りするなど、プログラミング的思
考（論理的思考）を養う活動は授
業の中で適宜実施しております。
ICTを活用したプログラミングにつ
いては、今後も発達段階に応じ
て、積極的に活動に取り入れてい
きます。
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正直なところ、あまり
イメージがつきませ
ん。
先生との相性もあると
また思うので、1人だ
けよりは色々な先生と
接点があるのは良いと
おもいます。

ご指摘の点も今回の新教育課程を考えた大切な要因
のひとつになります。

いきなり4月から下校時間が変わる
のは、ちょっと急すぎると思いま
した。
余暇の時間が・・・とのことです
が、留守番の時間が長くなってし
まったり、習い事との時間の兼ね
合いがあわなくなってしまいま
す。

現在の「きんたくん学びの道場」
や「源氏文庫」「はなまるクラ
ブ」など、放課後に活動が行われ
ています。併せて、コミュニティ
やPTAがその他の活動を検討いただ
いています。

他校と年間の勉強時間
は同じくらいなので
しょうか？
あと掃除は毎日させて
ほしいです。綺麗に使
う、汚したら自分たち
で綺麗にする、という
ことを身につけてもら
いたいです。

都道府県・市町村・学校ごとに多少前後する場合は
ありますが、年間時数の基準は国で定められてお
り、新教育課程でもその基準は十分に上回っていま
す。清掃は、週に２回行う予定です。日常的に身辺
整理や環境を清潔に保つ指導は続けていきます。

早く下校して家でしっかり勉強で
きる子供が何人いるでしょうか。
短くするなら7時間目がある日が
あってもいいと思います。特に高
学年。

午前５時間授業により生まれた放
課後の時間を打ち合わせの時間と
することで、学年全体で児童理解
を図っていきます。
７時間目については、時数を十分
に確保できているため、想定はし
ておりません。

多田小タイムでは何を
するのですか？短くな
る学習時間をどのよう
な形で補うのか教えて
いただきたい。

週に４回の多田小タイムは、進出漢字の学習など基
礎学力定着を図ります。学習時間が短くなることに
ついては、１コマ当たりの時間は短くなりますが、
授業のコマ数は増えます。従来よりもゆとりをもっ
て学習を進められるため、学習内容定着の充実を図
れると考えています。

学級担任が途中で交代する事でク
ラスがまとまるのか不安です。現
在、クラス崩壊、授業も聞こえな
いほどうるさい、物は飛び交い飛
んでくる、働き方改革も理解でき
ますが、先にこちらを学校として
考えて頂きたいです。

多くの教員が関わることで学級の
荒れを未然に防ぐことも目的のひ
とつです。子どもたちの学校生活
がよりよくなることを目指してい
ます。

多田小だけの試みです
か？
川西市全校ですか？

多田小学校独自の取り組みですが、全国的には各地
で増えてきています。子どもたちにとって良い環境
にするとともに、その環境要因である教員が余裕を
もって子どもと向き合えるようにすることもその目
的となっています。

担任が複数いたら、懇
談は誰が担当します
か？
また、学年に多数の子
どもがいるのに学年担
任にしてしまうと目が
行き届くのでしょう
か？

学級・個人懇談は学年担当教員で行いますが、その
時の学級担当が行うことを想定しています。また、
午前５時間授業により生まれた放課後の時間を打ち
合わせの時間とすることで、学年全体で児童理解を
図っていきます。

担任は年度途中で交代せず1人決め
るべきです。
現に2-1は担任が何回も代わり、ク
ラス崩壊している。
担任が代わることで授業や宿題の
進め方が変わり、環境についてい
けていない。

多くの教員が関わることで学級の
荒れを未然に防ぐことも目的のひ
とつです。子どもたちの学校生活
がよりよくなることを目指してい
ます。

担任制にして、その教
員の先生は現在の先生
から担当を振り分ける
のでしょうか。

新年度、多田小に配置された教員で分担していきま
す。

先生の負担が減るのであればいい
と思いますが、いろんな先生にみ
てもらうというのが、
まだ小学低学年なので少し不安だ
なというのはあります。
でもやってみて色々模索しながら
でいいと思います。

中学に行ったら50分授
業になりますが、40分
に慣れてしまうと、中
学へ行ってから授業が
長すぎて集中が切れて
しまいそうですが、そ
の対策は考えていただ
けているのでしょう
か？

必要に応じて、多田小タイムと１授業を組み合わ
せ、６０分授業にすることも可能です。学習内容に
よっては、６０分で授業を行うなどして対策してき
ます。

中学生は50分授業にな
りますよね？40分授業
で慣れてしまうと中学
生になってから授業が
10分増える事は子供の
集中力に大きく影響す
るかと思いますが？？

必要に応じて、多田小タイムと１授業を組み合わ
せ、６０分授業にすることも可能です。学習内容に
よっては、６０分で授業を行うなどして対策してき
ます。

多田小は他学校よりも学力が低い
と話を聞きますが、他学校との差
をこれ以上つけてほしくありませ
ん。うるさいクラスは静かになる
まで時間がかかるとか？その状態
で40分になると更に授業に使える
時間は減るのでは？

１コマの時間は短くなりますが、
授業のコマ数は増えます。従来よ
りもゆとりをもって学習を進めら
れるため、学習内容定着の充実を
図れると考えています。

朝の会、帰りの会も分
担されるとのことに不
安があります。責任の
分散によってのエラー
が起きやすくなるので
は。一日の始まりと終
わりは同じ先生の顔を
見て帰る、そのことの
重要性もあると思って
なりません。

その時期の担当教員は、一定期間担当学級の朝の
会、帰りの会、給食指導、清掃指導を行います。学
年の教員で担当クラスをローテーションしていきま
す。一日の始まりと終わりは同じ教員と考えていま
す。

新教育課程によって先生方の負担
が減るのは、父兄としても大歓迎
です。余裕をもって、おおらかに
子供たちを見ていただければなと
思います。たくさんの先生と出会
えることはとても良いことです
し、期待しています。

途中で担任が変わる
と、子どもが動揺した
りはしませんか？
先生との信頼関係がき
ちんと築けるかが不安
です。
信頼関係がないと、子
ども自身何か困ったと
きに相談しにくいので
は…と感じます。

事前に発達段階に合わせて説明を行いました。説明
後にはアンケート用紙を配布し、子どもたちの不安
解消に向けて対応を考えていきます。また、年度途
中にも子どもたちへのアンケート等を実施し、子ど
もたちと一緒によりよい学校を創っていきたいと考
えています。

授業に関しての、教科で先生が変
わるのは、先生たちにも得意不得
意があると思うので、得意な科目
を理解するまで深く教えていただ
けるのであれば、賛成です。

不登校になった時や、
病気等で長期欠席した
時に、学習の進捗やプ
リント等の連絡が各教
科事にくるのかが不安
です。

欠席時の連絡については、その時の学級担当が連絡
をとりまとめ、家庭とのやり取りの窓口になること
を想定しています。不登校になった場合には、学年
の教員の中で担当を、保護者や本人とも相談して対
応を考えていきます。
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毎日全学年が6時間授
業でしょうか？
これまで担任に相談し
ていたようなことは誰
に相談したらいいです
か？

必要時数を確保しながら学力保障をするために、２
年生も６時間授業が入る予定です。
相談は、そのときの担当教員にしていただければと
思います。また、別の教員を希望されてもかまいま
せん。

多田小は学力が低いと聞いていま
す。これにより学力の底上げには
なるのでしょうか？

１コマの時間は短くなりますが、
授業のコマ数は増えます。従来よ
りもゆとりをもって学習を進めら
れるため、学習内容定着の充実を
図れると考えています。

とても良い試みだと感じました。
この試みがお忙しい先生方の負担
軽減に繋がることを期待していま
す。
また、子どもも帰宅時間が早くな
ることを単純に喜んでいます。
気にかけてほしい児童（我が子を
含め）を、担当して下さる先生全
員が把握してくれるのかどうか不
安です。担任の先生は一年通して
じっくり見てくれていたので、今
後それがなくなるのが不安です。

多くの教員が子どもを見ていくこ
とで、幅広い視点で子どもを理解
し、対応していくことになりま
す。お子様にとって、よりよい対
応を考えていけるようになると考
えています。

教育課程を２ヶ月前に変更と言わ
れ正直戸惑っている。午前中5時間
授業というのは子供達にとって詰
め込みすぎのように思う。能力の
差もあるのでその時間でついてい
けないことがないか不安に思う。
子供たちにはどんな状況にも臨機
応変に対応できる人間になっても
らいたいのでいい機会かと思いま
す。標準授業時間の確保の上、先
生方の負担も軽減されるのであれ
ば相対的にいい方向に向かうとい
いなと感じました。
子供にとってとてもいいと思いま
す
時代、時代で変えて行くのがいい
と思います。
色々、考えて頂いてありがとうご
ざいます。
想像がつかないのが率直な感想。
複数人の学年担当教員がいる事
で、不安や相談等がある時、どの
伝わり対応して頂けるのか不安。
子供にも大変大きな変化で慣れる
までの過程に心配。

多くの教員が子どもを見ていくこ
とで、幅広い視点で子どもを理解
し、対応していくことになりま
す。お子様にとって、よりよい対
応を考えていけるようになると考
えています。

相談はしやすくなりますが、初め
てのことなんで学年担任がどんな
感じなのか不安です。
大改革ですごくいいと思います。
でも人見知りがひどく、環境の変
化に弱い息子にとっては、教科ご
とに先生が変わると少し不安定に
なることも出てくるかなと心配す
る部分はあります。
担任は3年生以上は学年担任になる
ということですが、そこは1年を通
して同じ先生にみていただきたい
なという思いです。
何かトラブル等起きた際に対応が
違ったりということが出てくるの
ではないかと思います。

多くの教員が子どもを見ていくこ
とで、幅広い視点で子どもを理解
し、対応していくことになりま
す。お子様にとって、よりよい対
応を考えていけるようになると考
えています。


